
し

<Q15>総 科生についての印象は?(他学部生の
み )

。一般的な教養だけ身につけヽ 将来何になるの

か? 。恵まれている 。暇そう
。個性的な方が多いようで。・・

・ 奇人・変人の集合体 。バカが多い
。何をやってるのかさっば夕わからん

。悪くいえば寄せあつへ 良くいえば幅広い知識

を持っている

0ノミレンシアオレンジ

。非常に興味ある学問をやっている学部の学生だ

と思います

。ダサイ、気持ち悪い、醜い

。「総合科学」ってどっちつかすのこうも夕じゃ

ないの?よ 〈わからんというのが本当だけど

。まともに勉強じとる者が少ない

よ〈しゃべり、よく眠る

。女がいるので大変良い(工学部 )

将来の流動性に培ける総科生

集計結果を振り返ってみよう。まず Qlにおいて

さっそ〈総科と他学部との違いか顕著に現われてく

る。Qlの質問の「総科」のところを「 あなたの所

属学部」として、他学部生に開いたところ、ほとん

どの人はやりたいこと好きなことがその学部にある

からだと回答しているのに対味 総科生は「 総合科

学」に対する漠然とした憧れや今後の道の広さなど

もけっこう理由としている。Qlを Q2に関連させ
て考えてみると、他学部生は明確に将来を見据えて

いるのに対し、総科生は種 雑々久 特に女子の未定

が目立っている。総科生には総科特有の『 流動性』

が感じられるようだ。

まとまつた自主性に富み…・

Q2において、「 自主的」「 まとまり」「 軽さ」
などの項目に注目してみると、総科の特徴がわかる

ようだ。他学部より「満足している」結果になった

ことは、非常に喜ばしいことだろう。

貪欲な知識欲はあるが…・

Q7で総科生のトップが「読書」、 2位が「勉強」
というのも非常に興味深いことである。他学部の「サ

ークル活動」「遊び」とはっきり対をなしている。

総科生には、様々なことに対する貪欲な知識欲があ

るのだろう。また、「何をやろうと一」の問いに、

「 やろうと思っていたのだが・・・ 」のかげりのニ

ュアンスが感じられるようにも思われる。
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誌義もよくサポリ・̈

Q9では、 Q15で他学部生の「 まともに勉強じと
る者が少ない」との御指摘通りの結果が出た。

他学部生によく知られていないのでは・̈

Q15では総科生をよ〈知らないという意見が割合
に多かった。学部間の交流があまりないようである。

とくに、総科生には、「総科ファミリー」的な意識

があるのだろう。総科に対する誤解も多い。他学部

との接融、相互理解が必要だろう。

総科生の印象としては、文学部を除いては、概し

て印象が悪い。 (これからは攻学部と仲良くしよう′)

期待はずれのとまどいを越えで…

Q13の質問は、問い力漠然としていたことや、特

にO進路、進学など、現時点では答えに〈い面もあ

って、良い資利が得られたとは言い難い。しかし、

いずれも、入学後、「 期待に反して現実は・・・ 」

といったとまどいを呈 している。入学前は未知の部

分の多い学部であったため、期待度が高かったこと

もあるだろうが、学校当局、そして誰よりも僕たち

自身が、真剣に総科のあり方について考えていく必

要があろう。

総科には、主に男子閾円専攻の学問分野を、女子

国倒総合的人間形庶 (0判祭〈劉虫 0ヌ拗 柵
分欧製旅「して入学してくるようえ 物こ lClの学際領

域への女子の期待度は高かった。C庭路、進学につ

いては、最初からあまり限定的に期待していないよ

うたD学際的。総合的な研究を主とする総科の特色
からいって、「学ぶ」ために入学してきたと解釈す

ればよいことなのかもしれない。

総科生の自覚を…・

以‐上のように「総科」を大まかに探ってきた力ヽ

「 総科」の様々な特色を生かすのも、殺すのも、僕

たち総科生一人一人にかかっているといえるだろう。
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テニス・ ブーム

「 TenniS Crazy では自慢していました力、

先生が現われてからは負けそうです。ストレートの

強打を防ぐ手は何隣といつも考えているのですが、

仲 特々効策がありません。」教育学部の羽生さんか

ら頂いた今年の年賀状である。流石に心理学の先生

ウマイことをおっしゃると感′心栃鶴縮しチョンピリ

悦に入って、スクラップ・プックに貼りつけた。そ

の下には、工学部の浜村さんと組んでHTC杯争奪
戦 (昨年 10月 )の予選リーグで優勝したときの写真
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ォームの良さと鋭いボールで群を抜く福居さんと木

本さん、シュアーで独特のヴォレーで得点を重ねる内

海さんと松田さん、基本に忠笑でノーブルなコート

マナーの甲斐さん、月間進歩賞もので研究個旺盛の

武田さんと福嶋さんなど多士済々である。それに他

学部の教暇員、学生諸君の有志が加わって、昼休み

のコートは正にけんけんごうごうしかも春風胎蕩、

自球交錯して百花練乱たる状況である。

その技術的平均水準は決して高いとは言えない。

が添えてある。

◇        ◇
ゲームの世界では、多かれ少なかれ皆テングであ

る。書き出しの部分にかいま見られるように小生と

て例外ではない。さてそのJヽ生をはじめとして、総

合科学部の自信に満ちた教職員が昼休みにはコート

に満ちあふれる。All― rOund playerで ミスが

少なくクロスのストロークに冴えを見せる式部さん、

ヴォレーとサイドを抜く球が抜群の山田さん、ゆるい

サーヴを強打のエイスで返しコートマナーが最も陽

気な松本さんの二人は、年長組で貫藤十分である。

川村さんなど保健体育の諸先生、天野実さん、内山

さな 学務第一係長の高井さんは、その昔勇名を馳

せた伝説上の人物であるが、あまり昼のコートに姿

を見せられないので、サッパリ実力のほどが解らな

い。紙上を借りていつか胸を借りたいと挑戦しておこう。

素姓がよく解っていてやっばリー番上手なのが荒

井さ私 それに次いで洗練されたマナーのアヽ さ私

昨年の式締 優勝者山口さんと岡崎さんであろう。

キビキビとした近代的テニスのために生まれてきた

ような爽やかな水島さん、確実さと運動神経の鋭さ

と手首の返 しの強さで随―の江□さな ヴォレーと頭

脳的プレーと評論癖 で定評のある森さん、フ

しかし成長期の学部の燃焼するエネルギーの背後に

潜むフラストレーションを解消臥 式部学部長の
ス

ローガン「 和気あいあい」の実現に大きな役割を演

していると申して過言ではあるまい。

◇         ◇
J理、40代の半ばから数年鳳 胃腸の調子が悪〈、

朝起きにくく、いつも体がなんとなくだるくて仕事

への意欲 も湧かず、元気のない状態が続いた。大病

院での精密検査も異常な〈、運動不足ですよと言わ

れても、悪循環でなかなか運動に踏み切れないでい

た。それが、なにが端緒であった力、 一昨年の11月

テニスを再開することになったのである。再開後 5

日目にしてギックリ腰になっても挫けず、今日まで

続けたのが良かった。今やテニスのおかげで快眠・

優は すこぶる体調が良〈、気分爽快ヽ なにをや

っても面白い。最近は人生が楽 しくて楽 し〈てしか

たがないのである。

60に なっても70になっても続けるぞと、今日も

「冷水」と冷やかされながら、一球一打に精神を集

中し、テニスの心技向上が研究の促進に寄与し、研

究の進展がテニスの進歩に貢献する相互作用を確信

し、気品あるアマ・ プレイヤーとなることを目指し

て、コートのなかを駆けずり回っているのである。

(英米研究・教授)
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瓢 テニスが全国的ブームだそうで、またわが

総合科学部でも教官の愛好家が増えている。この現

象をとらえて編集子が文章を書くようもとめてきた

が、正直なところ弱った。 ″下手の横好′というこ
としかとりえのない私には指折り数えて、30名近い

教官が自球を追 うようになっている事実

に改めて、驚かされると同時 rC、 決して

若くはない人々をしてコートに誘い出し

ている魅力はなんなのかと思ってしばし

考えてしまったのである。さらに、この

依頼には皮肉もこめ
'られているのではな

かろうかとの邪推さえ浮かぶ・……いい年

をしてコート狭ましと動きまわっで。・…・

などと。

私は研究室がコートに面していること

もあって、軟庭部の部員たちの力動感あ

ふれるプレーを観る機会が多い。その濃

涼」たるプレーぶりはみていて実に楽し〈、さわやか

である。そのうえ、いろいろと勉強になる。

私は私の無様なプレーぶりをみることはできない

力ヽ 教官仲間のプレ=に
は力強さとかたくましさと

かの表現が当てはまることはまずない。若い諸君に

は、もたもた、やっているようにみえるかもしれな

いが、お互い紺執 真剣にやっているのである。技

術の秀れたプレーヤーならば、ラインぎりぎりにね

らったということから判定がきわ

どく、もめることがある力、 われ

われの場合でも判定がもめること

がある。たゞし、ごく稀な場合を

のぞいて、たまたまボールの落下

した位置がきわどかった、という

偶然の所産としてであるしなかに

は 上達著しい人もいて、意志と

技術が結びついているけれども、

私などは意志とボールの行き先き

とは時の運という
″ひどさ″である。それでも、本

人は大真面目なのである。

そんな私の、そしてわれわれのテニスを巧みに正

当化できるキャッチアレーズはないものか。そんな

矢先にJヽさな新聞記事が目にとまった。それはジョ
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ギングとランニングの違いを説明したものであった

この記事 lrcょ れば、日本人は多分に両者を混同 して

いるという。私 1/Cしてから、ジョギングということ

ばをカーター大統領の訪日を契機に知った次第で、

「とぼとぼ歩く。のろい」という語意をもつ jogging

から、大統領はゆっくり走るのだろう位

いrC思っていた。しかし、アメリカでは

明確に区別されていて、ジョガーは「健

康増進を目的にし、人との触れらいを期

待して走る人 」であり、ランナーは「 走

ることそのものが目的の人 」である、と

のことである。

この伝でいけば、われわれのテニスは

ジョギング流ということになろう。

私なりに改めて考えてみると、硬式テ

ニスのおもしろいところは、正確なショ

ットとイ ンパクトに心掛けるならば、非

力な人でもそれなりにブレーができるところにある

といえよう。い かゝえると、軟式テニスは若者のも

つ素晴 しいパワーがないとついていけないであろう

力ヽ 硬式テニスは相手のパワーとスピー ドを巧みに

転じうる技術を身につけるならば、対応できるスボ

ーツである、と思われる。硬式テニスのこうした特

性が多くの教官に伝えらな また実際にやってみて、

今日の盛況につながっているのではなかろうか。そ

れは健康維持にも役立つことは間

違い ない。

シングルスは体力の消耗を急速

にまねき、かつコートの利用効率

という点からも、なしまず、 ダブ
ルスが好まれている。まさに、わ

れわれは、ランナーではなく、ジ

ョガーではないか。題 して、「 ジ

ョギング流テニス」にしようかと

も考えた次第である。

もっとも、ゲームで勝ち負けを競うのも楽しいこ

とであるが、「 ジョギング流テニス」が人との触れ

あいを期待する以上、マナーがまず、まもられなけ

ればならない。そして、触れあいを期待される品格

がめざされねばならないだろう。 ″院より始めよ″
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ということばの苦さをかみじめて筆を欄く。

1980 6 2 (社会文化研究・助教授 )

今日、量子力学は、物理学

研究のみならず、量子化畿

分子生物学更には地学の微結

晶学的研究等 、々多方面の基

礎科学研究に重要な役割を果

している。学際領域の研究の

発展は、一つは社会の時代的

要求に応えるという形でうな

がされるのであろうけれども、一つは純粋に研究上

のモティベーションによって起る。殊に基礎科学研

究あ学際領域においては、 より詳細な探求は微視的
な観点からの研究という形で発展して来た。猛

情報科学による統計的研究の発展ということもある

が。量子力学が微視的な世界を記述するダイナミッ

クスとして研究の理論的基盤となることは今後一層

深まって行くことだろう。従って、化学者のポーリ

ング博士のように、量子力学を充分使いこなす生物

学、地学の研究者を育てるということは、研究者養

成の一つの課題であろうと思われる。総合科学部こ

そこの課題に応えねばならないし、応え得る体制が

既に作られている。しか臥 レンガを積み重ねるよ
うに、力学―熱学―電磁気学―物理数学二量子力学

とllFを追って教育して行く従来のカリキュラムを、

生物系化学系の学生に覆習させることは当抵できる

ことでない。

京都大学の類人猿の研究の報告に、海水で芋を洗

うといった従来その集団に無かった新しい行動 (知

識 )をあみだし、その群の慣習として定着させる機

縁を作るのは、常に子猿のグループだとあった。

理論研究は相当に熟練を要するので、自分の

マスターした理論及び計算技術とはきわだって

違う理論等には、どんな頭のやわらかい者でも極め

て強いアレルギー反応を生じ安い。新しい理論、従

来のものときわだって異なる計算技術等をいち早く
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吸収し活用し始めるのは若い研究者である。この点

人間の場合も、複雑な新しい情報の吸収には、若い

頭脳が必要とされるのであろう。量子力学の覆習に

ついても、従来のカリキュラムの型にとらわれるこ

となく、いきなり量子力学を学習し、必要に応して

理解に不足する基礎知識の学習を補って行くという

型での取り組みが可能だと思われる。授業を担当す

る者には、 これははなはだやりにくい感があるが、
学生に″やる気

りさえられば必ずある程度の所まで

は行けるだろう。途中で脱落されてはいたしかたな

しヽ。

ちなみに量子力学の学習に最低限必要とされる基

礎知識は、振動波動論、解析力学の初歩、物理数学

の一部 (線型微分方程式及び行列式の固有値間恩

球関数、円筒関数)である。

以上は私の授業を受けている学生の求めに応じて

した めゝた私の所感であるが、終りにもう一言書き

添え度い。量子力学の学習は、完成されたもの 学ゝ

習に止まらず、量子力学の完成への途上に次々と創

出されたすばらしい着眼とそれを具体化する驚く程

巧みな実験技術の積み重ねを学ぶことが大切だと思

われる。学際領域の研究を志す人には特に意義があ

ると思う。何しろ 1オ ングストローム(10~8 cmD
のォーダーという肉眼には遠く及ばない微視的世界

の構造を、限られた少い情報を下に定性的に推求し

定量的観察の手法をあみだし実証に基づいて理論を

組み立て 行ヽった研究の歴史なのであり、これを前

期量予論というが、人間の英知がふんだんにちりば

められ、科学研究を志してこれを学ぶ者の胸をふく

らませて止まないものがある。私は、環境科学研究
コースの共通必修科目に"前期量子論"を入れるべ

きだという意見を従来から持っている者である。

(基礎科学研究・助教授 )

一<シ リーズ・ その 11>―

0問 2ススつ 量子力学の学習について
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―
総合科学部

同窓会の設立について

各種学校や大学の同窓会なるものは、日本中どこ

に行ってもあるらしい。現仏 わが総合科学部でも、

遅ればせながら同窓会が発足しようとしている。そ

こで、私はこのような同窓会を設立する意味という

力、存在意義という力、兎町臥 それについて改め

て考えてみる まず最初に、同窓会という組織があ

れは、同じ学び合で苦楽を共にして来た者同志が、

それを通じて、何年か経った後にも再会することが

でき、過去・現在そして未米の時の流れについて語

り合うことができるという利点があろう。また、同

窓会名簿があれば、それによって懐かしい先輩さら

には後輩の消息が判り、お互いに緊密な連絡や文通

を再開できるという利点が挙げられる。さらには、

お互いに適齢期の息子報 をもつ年配になった鳳

また、教え子が卒業するようになった時、就職や縁

談の話ができるかもしれない (これは不純かな?)。

同窓会のあり方については、各人各様の考え方もあ

ろう。しかしながら、誰しも昔は懐かしいものであ

り、心の寄り所としての場が欲 しいものである。そ

の意味でも、同窓会の果たす役割は大きいものであ

る。

私は昭和30年 3月 に広島大学理学部生物学科を卒

業した。従っζ 尚志会という名の同窓会の,員で

ある。卒業した当初は若さに温れ、その後も引き続

いて大学院理学研究科に進学したためか、余り、同

窓会の意義について考えたこともなかった。しかし、

10年そして20年 と経って〈るにつれ、当時の友人

諸君のことが無精に懐かし〈思い出されるようにな

って米たも「彼は今頃、どこでどうしているのかな」

という調子て、尚志会の発行する会員名簿をかなり

頻繁に開いてみるようにもなった。これは、どうも

私一人ではないらしく、私の友人達も会う度毎にそ

の話を臥 彼等が広島に出張して―来た折には、必ず

といぅてもよい程、私の研究室に立ち寄ってくれる。

逆に こちらが出張で広島を離れる際には、その土

地にいる同窓生と連絡をとり、時間の余裕さえあれ

ば一緒に飲みながら昔談義をするのである。先き1臥

述べたように、私達は昭和30年の卒業生であるから、

今年は25周年すなわち4半世紀の記念すべき年にあ
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たる。そこ■ 私が世話人となって、 このか盆明け
に湯来温泉に¬晩泊りがけのクラス会を計画してみ

た。そして、30人余りのクラス・メートに案内状を

送った殊 なんと、そ妨 んどが参加するという返
事をくれたではないか。これには計画した私自身、

本当に驚いたが、このことは25年振りに広島の土

地で同級生に会えるという喜びが如何に大きいかを

如実に示していると思われる。もちろん、私達の年

代になると、子供達から手が離れつつあるという事

もあるが・・。いずれにしても、今から待ち遠しいと

いう添え書きまで貫うに至っては、世話人としても

冥利につきるというものである。

さて、話変って、我等が広島大学総合科学部も昭

和53年 3月に第 1回―
を送り出してから、今年

で、もうすでに、第 3回 目の卒業生も送り出した。

ここで、総合科学部同窓会設立の活発を動きが起っ

たとしても決しておかしくないし、早過ぎもしない

と思う。お蔭で、広島市内や近郊に居住する卒業生

諸君や在学生諸君も本格的にこの問題に取り組むよ

うになり、総合科学部同窓会設立準備会も4月 12

日に発足することができた。ここに至るまでには、

いろいろと紆余曲折があったやに開さ及ぶ力ヽ 昨年

度の学活委員長であった今中先生が音頭をとられて、

同窓会語中の準備を開始された。そして、本年の 2

月27日、国際ホテルで開かれた総合科学部卒業祝賀

会において、この計画が正式に披露された訳である。

さらに、その席では、幾人かの卒業生諸君の参加が

あり、新しい卒業生に対する祝辞も貰うことができ

た。その結果として、翌々日の2月 29日に同窓会

評市準備会のための準備会という非公式の会合をも

ち、同窓会設立の意義、発足後の諸問題などについ

て忌憚のない意見交換を行った。さらに、これが発

展して、4月 12日 に第1回設立準備会が開催さな

それには卒業生7名 と在学生9名あ計16名が参加

味 オブザーバーとして教職員8名が加わった。そ

のミゝ 本年度中に同窓会が発足できるよう準備を

整え、発足の時期を来たる21月下旬に開催予定の卒

業祝賀会に合わせることが決議された。さらに、卒

業生6名と在学生 2名の計8名の世話人が互選さな
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